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道徳教育における評価

自らの成長を実感し意
欲の向上につなげてい
くもの

指導に生かされ、児童生徒の成長につながる
評価でなくてはならない。

児童生徒教 師
指導の目標や計画、指
導方法の改善・充実に
取り組むための資料と
なるもの

指導と評価の一体化

はじめに



１．評価の意義と評価の基本的態度



評価の意義
児童（生徒）のよい点や進歩の状況などを積
極的に評価し，学習したことの意義や価値を実
感できるようにすること。また，各教科等の目
標の実現に向けた学習状況を把握する観点から，
単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し
ながら評価の場面や方法を工夫して，学習の過
程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向
上を図り，資質・能力の育成に生かすようにす
ること。
学習指導要領「第１章 総則」の「第３ 教育課程の実施と学習評価」の２の（１）

１．評価の意義と評価の基本的態度



創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼
性が高められるよう、組織的かつ計画的な
取組を推進するとともに、学年や学校段階
を越えて児童（生徒）の学習の成果が円滑
に接続されるように工夫すること。
学習指導要領「第１章 総則」の「第３ 教育課程の実施と学習評価」の２の（２）

評価の意義

１．評価の意義と評価の基本的態度



道徳科における児童生徒の評価の基本的態度
道徳科は、道徳教育の目標に基づき、各教科、（外国語
活動）、総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教
育と密接な関連を図りながら、計画的、発展的な指導に
よって道徳性を養うことがねらいである。

道徳性とは、人間としてよりよく生きようとする人格的
特性であり道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲及
び態度を諸様相とする内面的資質である。このような道徳
性が養われたか否かは、容易に判断できるものではない。

しかし、道徳性を養うことを学習活動として行う道徳科
の指導では、その学習状況や成長の様子を適切に把握し、
評価することが求められる。
第５章 第２節 道徳科における児童（生徒）の学習状況及び成長の様子についての評価

１．評価の意義と評価の基本的態度



２．道徳教育と道徳科の評価



これまで行ってきた道徳教育の評価

教育活動全体において
児童生徒の道徳的な行為等から見取る評価

行動の記録

◇基本的な生活習慣
◇健康・体力の向上
◇自主・自律
◇責任感
◇創意工夫
◇思いやり・協力…

十分満足できる状況に
あると判断される場合
に○印を付ける評価

総合所見及び指導上参考となる諸事項

児童生徒の成長の状況を総合的に捉え、記述する評価

評価の公的な文書である「指導要録」の場合

２．道徳教育と道徳科の評価



新たに加わった道徳科の評価
道徳科の授業で見取る児童生徒の評価

児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成
長の様子を継続的に把握し、指導に生かすよ
う努める必要がある。ただし、数値などによ
る評価は行わないものとする。
「第３章 特別の教科 道徳」の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」の４

２．道徳教育と道徳科の評価



道徳教育と道徳科の評価

道徳教育

道徳科
児童生徒の学習状況及び
道徳性に係る成長の様子

教育活動全体で見られた
児童生徒の道徳的な行為
行動の記録

総合所見及び指導上参考となる諸事項

新たな枠

評価の公的な文書である「指導要録」の場合

２．道徳教育と道徳科の評価



道徳科における評価の在り方
・数値による評価ではなく、記述式とすること

・他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに
成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個人内評価として
行うこと

・発達障害等のある児童生徒が抱える学習上の困難さの状況等を
踏まえた指導及び評価上の配慮を行うこと

・個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえ
た評価とすること

・学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発
展しているか、道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深
めているかといった点を重視すること

・調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することのな
いようにすること

２．道徳教育と道徳科の評価



授業では、児童生徒の
何を見取るのか？

児童生徒の評価の視点

２．道徳教育と道徳科の評価



３．道徳科における児童生徒の評価



道徳科の授業のねらい

成長を受け止めて認め、励ます個人内評価
教師の指導の明確な意図

評
価
す
る
の
は
児
童
生
徒
の
学
習
状
況

評価規準はなく、達成度は評価できない

３．道徳科における児童生徒の評価



道徳科の授業
のねらいの例

自分とは異なる見方や考え方があることを理
解し、互いに分かり合うために、謙虚さと広い
心をもって受け止めようとする態度を育てる。

教師の指導の明確な意図

●道徳的価値がどれだけ理解できたか？
●道徳性の様相がどれだけ育ったか？
教師はねらいを設定して授業に臨むが、
そのねらいをゴールとして児童生徒の評価は行わない。

３．道徳科における児童生徒の評価



道徳的諸価値の理解に基づく

自己の（人間としての）生き方について考えを深める

・児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか。

これらの点を重視し、道徳科の学習活動に着目して評価する。

・道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか。

・ねらいとする道徳的価値について、道徳的な判断力
等の諸様相が育っているか。

道徳科における児童生徒の評価の視点

・ねらいとする道徳的価値が理解できたか。
理解させることを目的として評価する、他の教科とは異なる

評価するのは困難

３．道徳科における児童生徒の評価



一面的な見方から多面的・多角的な見方
へと発展させているかどうか
・道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠や
そのときの心情を様々な視点から捉え考えようと
している
・自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しよう
としている

・複数の道徳的価値の対立が生じる場面において
取り得る行動を多面的・多角的に考えようとして
いる

など

３．道徳科における児童生徒の評価



道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中
で深めているかどうか

・読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え，自分な
りに具体的にイメージして理解しようとしている
・現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考えを見直し
ていることがうかがえる部分に着目している
・道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他者と議論
する中で、道徳的価値の理解を更に深めている

など

・道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして
捉え、考えようとしている

３．道徳科における児童生徒の評価



道徳科における児童生徒の学習状況の例
道徳的諸価値の理解を基に、自己を見つめ、物事を（広い視
野から）多面的・多角的に考え、自己の（人間としての）生
き方についての考えを深める学習

・道徳的価値のよさや大切さについて考えようとしている。

・道徳的価値について、一つの見方ではなく様々な角度か
ら捉えて考えようとしている。

・道徳的価値について、自分のこれまでの体験から感じた
ことを重ねて考えようとしている。

・授業で学んだ道徳的価値のよさを感じ、これからの自分
の生き方に生かそうとしている。 など

３．道徳科における児童生徒の評価



学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

３．道徳科における児童生徒の評価



評価のための具体的な工夫例
・児童生徒の学習の過程や成果などの記録を
計画的にファイルに蓄積したもの

・児童生徒が道徳性を養っていく過程での児童
生徒自身のエピソードを累積したもの

・作文やレポート、スピーチやプレゼンテー
ションなど具体的な学習の過程

・児童生徒が行う自己評価や相互評価 等

３．道徳科における児童生徒の評価



特に配慮すべきこと
・授業中の発言がほとんどない
・文章表現が得意ではない
・表情にも表れにくい

・授業でどのように見取っていくのかを校内で検討
しておくことが必要

・授業者は、意図的に観察したり、指名したりして、
評価できる根拠を集めることが必要

３．道徳科における児童生徒の評価



妥当性 信頼性 自 信 負担感軽減

組織的、計画的な評価の推進例
・学年ごとに評価のために集める資料や評価方法
等を明確にしておく

・評価結果について教師間で検討し評価の視点
などについて共通理解を図ること

・評価に関する実践事例を蓄積し共有すること

３．道徳科における児童生徒の評価



「困難さの状態」を把握した
道徳科の指導と評価への配慮

・発達障害のある児童生徒

・海外から帰国した児童生徒

・日本語習得に困難のある児童生徒 等

３．道徳科における児童生徒の評価



４．授業に対する評価



そして、何よりも…

道徳的諸価値の理解を基に、自己を見つめ、
物事を（広い視野から）多面的・多角的に
考え、自己の（人間としての）生き方につ
いての考えを深める学習

児童生徒の評価ができる
道徳科の授業を目指すことが大切

４．授業に対する評価



道徳科の学習指導過程や指導方法に関する評価の観点の例
ア 学習指導過程は，道徳科の特質を生かし，道徳的価値の理解を基に自己を見
つめ、自己の（人間としての）生き方について考えを深められるよう適切に構成
されていたか。また，指導の手立てはねらいに即した適切なものとなっていたか。

イ 発問は，児童（生徒）が（広い視野から）多面的・多角的に考えることがで
きる問い，道徳的価値を自分のこととして捉えることができる問いなど，指導の
意図に基づいて的確になされていたか。

ウ 児童（生徒）の発言を傾聴して受け止め，発問に対する児童の発言などの反
応を，適切に指導に生かしていたか。

エ 自分自身との関わりで、物事を（広い視野から）多面的・多角的に考えさせ
るための、教材や教具の活用は適切であったか。

オ ねらいとする道徳的価値についての理解を深めるための指導方法は、児童
（生徒）の実態や発達の段階にふさわしいものであったか。

カ 特に配慮を要する児童（生徒）に適切に対応していたか。
第５章 道徳科の評価 第３節 道徳科の授業に対する評価

４．授業に対する評価



◆授業者自らによる評価

◆他の教師による評価

授業者自らが記憶や授業中のメモ、板書の写
真、録音、録画などによって学習指導過程や
指導方法を振り返る。

授業を公開して参観した教師から指摘を受け
たり、ティーム・ティーチングの協力者など
から評価を得たりすることも重要である。

４．授業に対する評価



子供にとって
心の成長につながる
いちばんの評価は…
信頼できる先生に認められること

評価は、子供の成長を
願って行われるもの

指導は、子供が自らのよさや成長を
実感できるように工夫するもの

おわりに
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